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 三鷹駅南口周辺駐輪場の利用登録……2面

 高額医療高額介護合算療養費を支給します …4面

 市民センター周辺地区整備について … 8・9面

 市からのお知らせ ………………15面から

今号の紙面から

市長コラム

三
鷹
市
長

今
年
も
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を

　

犯
罪
や
災
害
が
な
く
、
安
全
で
安
心
で
あ
る
こ

と
は
、
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
基
本
的
に
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

三
鷹
市
で
は
、
平
成
20
年
に
刑
法
犯
の
認
知
件

数
が
約
20
年
ぶ
り
に
2
千
件
を
下
回
り
、
21
年
に

１
，８
９
０
件
と
な
り
、
22
年
の
1
年
間
は
１
，７

６
７
件
と
さ
ら
に
下
回
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
件

数
も
22
年
は
前
年
を
下
回
る
５
５
３
件
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
警
視
庁
三
鷹
警
察
署
員
の

活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
防
犯
協
会
・
交
通
安
全
協
会
、

町
会
・
自
治
会
や
事
業
者
等
の
皆
様
に
よ
る
安
全

安
心
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
色
回
転
灯
を
つ

け
た
市
の
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
活
動
の
効

果
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
は
市
内
の
火
災
発
生
件
数
が

50
件
と
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
8
年
間
で
最
少

と
な
り
、
焼
損
床
面
積
は
35
平
方
メ
ー
ト
ル
と
東

京
消
防
庁
三
鷹
消
防
署
が
開
署
以
来
最
少
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
消
防
署
員
の
活
躍
は

も
ち
ろ
ん
、
消
防
訓
練
や
火
災
予
防
活
動
、
そ
し

て
小
林
昭
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
２
０
４
名
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
三
鷹
市
消
防
団
の
活
躍

に
よ
る
も
の
で
す
。
加
え
て
、
自
主
防
災
組
織
や

町
会
自
治
会
の
皆
様
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
の
推
進
、
夜
警
や
地
道
な
防
災
活
動
の
成
果

の
表
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
22
年
は
、
都

内
で
は
火
災
原
因
と
し
て
多
い「
放
火
」の
件
数
が
、

三
鷹
市
で
は
実
質
1
件
と
極
め
て
少
な
か
っ
た
の

が
特
徴
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
10
月
1
日
に
は
三
鷹
市
消

防
団
が
東
京
都
知
事
か
ら
消
防
災
害
対
策
功
労

表
彰
と
し
て
表
彰
旗
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
1
月

９
日
に
実
施
し
た
三
鷹
市
消
防
団
出
初
式
で
報
告

し
披
露
し
ま
し
た（
写
真
）。

　

1
月
か
ら
3
月
の
期
間
は
気
温
も
湿
度
も
極
め

て
低
く
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ど

う
ぞ
、
火
災
予
防
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

三鷹市長メールマガジン
市長のメッセージ、活動記
録、部課長コラム、新着情
報などをお届けします。登
録は、三鷹市ホームページまたは携帯サ
イトからどうぞ。

　市は、市民センター周辺地区の今後の土地
利活用、整備の方針となる「市民センター周辺
地区整備基本プラン」（基本プラン）を昨年3月
に策定後、東京多摩青果㈱三鷹市場跡地を活
用した総合スポーツ施設を含む新川防災公園
（仮称）の整備、また、防災公園に合わせて公共
施設を集約整備する「市民センター周辺地区整
備事業」について基本設計を進めてきました。
　また、これに並行して、事業に関連するさ
まざまな分野の関係者から広く意見・要望な
どを伺い、さらに計画へ反映させることを目
指して「市民センター周辺地区整備に関する検
討委員会」（角田徹委員長ほか委員15人）を設置
し、昨年5月～12月に5回にわたり委員会を開
催しました。
　今号では、改めて事業の全体像をお知らせす
るとともに、昨年12月24日に同委員会から市長
へ提出された報告書の概要をご紹介します。
　なお、市民センター周辺地区整備事業は、広
報みたか2月6日発行号・20日発行号で、施設整
備費などの事業費についても、よりくわしくご
説明する予定です。
都市再生推進本部事務局☎内線2051

くわしい内容は8・9面をご覧ください

「市民センター周辺地区整備事業」検討イメージ
（基本設計の検討過程で作成した模型であり、確定しているものではありません。）

三
鷹
通
り

三鷹
郵便局三鷹市役所

人見街道 福祉会館
昭和44年度
建築

ふじみ衛生組合

東八道路

整備地区

第二体育館
昭和47年度建築

第一体育館
昭和43年度建築

総合保健センター
昭和44年度建築

社会教育会館
昭和47年度建築

北野ハピネスセンター（障がい児部門）
昭和57年度建築

む
ら
さ
き
橋
通
り

都市の更新・再生プロジェクトの中核として
老朽化、耐震性に課題がある施設の更新・再配置を行う事業です
　市民センター周辺地区整備事業は、第3次三鷹市基本計画（第2次改定）で新たに位置
付けた「都市の更新・再生プロジェクト」の一環であり、その中核事業として実施する
ものです。
　事業の背景には、市制施行直後から続いた急激な人口増加と都市化に対応するため
に積極的に整備してきた公共施設の多くが更新期を迎えており、耐震性の向上やバリ
アフリー化、省エネルギー化などへの対応が求められていることがあります。
　市はこの間、災害時の避難場所となる公共施設として、小・中学校、コミュニティ
センターなどの耐震補強工事、建て替えなどを優先的に進めてきました。市民センタ
ー周辺地区の整備はこれらに続く公共施設の更新・再配置の取り組みです。
　今回集約する予定の公共施設は、耐震性の課題、劣化の問題などを抱えているため、
みなさんに安心してご利用いただくために、早急な対応が求められています。施設を
移転・集約することで安全安心を確立するとともに、現在の施設の規模（専用部の面
積）を維持・拡大しながら、共用部を含めた全体面積としては、縮小を実現するなど規
模の最適化も図られる予定です。

─新川防災公園（仮称）と
多機能複合施設─

写
真
右
か
ら
、
荒
井
弘
消
防
署
長
、

小
林
昭
消
防
団
長
、
清
原
市
長

安全安心と健康長寿のまちづくりの拠点
市民センター周辺地区の整備に向けて取り組んでいます！


